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市
で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
、

一
千
八
百
九
十
七
人
の
新
た
な
門
出
を

祝
う
新
成
人
祝
賀
会
を
、
総
合
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
第
一
部
の
和
太
鼓
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
第
二
部

の
式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
の
二
人
が

壇
上
で
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
保
育
園

児
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

式
典
の
後
に
は
、
旅
行
券
の
当
た
る

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者
が
決
ま
る

た
び
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

物
の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
す
。

　

占
い
の
結
果
は
「
上
」「
中
」「
下
」

に
振
り
分
け
ら
れ
、
サ
ト
イ
モ
、
ナ
タ

ネ
な
ど
が
豊
作
を
表
す
「
上
」
と
出
ま

し
た
。
結
果
は
文
書
で
記
さ
れ
参
列
者

な
ど
に
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
山
山
頂
に
あ
る
砥
鹿
神
社
の
奥

宮
で
、
粥
占
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
粥
の
中
に
農
作
物
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
二
十
七
本
の
竹
の
管
を
入

れ
て
か
き
混
ぜ
、
そ
の
後
取
り
出
し
た

管
に
入
っ
た
粥
の
量
で
そ
の
年
の
農
作

 ３日 15日

農
作
物
の
豊
凶
を
占
い

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
砥
鹿
神
社
の
粥
占
祭

 ８日

二
十
歳
の
決
意
を
胸
に

新
成
人
祝
賀
会
を
開
催

年
の
始
め
に
豊
作
を
願
う

財
賀
寺
の
お
田
植
祭

　

財
賀
町
の
財
賀
寺
で
、
今
年
一
年
の

豊
作
を
願
う
お
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
堂
の
中
を
田
ん
ぼ
に

見
立
て
、
農
夫
や
白
牛
な
ど
の
姿
を
装

っ
た
人
た
ち
が
、
稲
作
の
過
程
を
ま
ね

て
豊
作
を
願
う
神
事
で
す
。

　

祭
り
は
太
鼓
の
合
図
で
始
ま
り
、
訪

れ
た
多
く
の
参
拝
客
は
、
白
牛
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
動
き
に
合
わ
せ
て
笑
い
や
拍

手
を
送
り
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
に
は
、
参
拝
客
に
厄
よ
け

の
赤
飯
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。



�ー広報とよかわ

月

　

い
な
り
寿
司
で
豊
川
市
を
も
り
あ
げ

隊
は
、
臨
時
記
者
会
見
で
平
成
二
十
五

年
の
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
地
が
豊

川
市
に
決
定
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
一
昨
年
に
続
く
二
回
目
の
申
請
で

誘
致
に
成
功
し
た
こ
と
や
、
決
定
の
理

由
、
開
催
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
者
か
ら
は
開
催
に
向
け

て
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
Ｂ

－

１
を
大
い
に
盛
り
上
げ
よ

う
と
全
員
で
掛
け
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

 16日

Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

豊
川
市
開
催
を
発
表

1

昨年姫路市で開催されたＢー１グランプリ


